
(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】　電波吸収体用粉末を扁平化する場合にアスペクト比が大きく、かつ、一定以下
の大きさの粉末を得ること。
【解決手段】　電磁波吸収体用の合金粉末において、偏平加工する前の原料粉末の酸素濃
度が０．００１～０．０８ｍａｓｓ％である粉末を偏平加工によりアスペクト比１０以上
、平均粒径２０～５０μｍにすることを特徴とする電磁波吸収体用粉末。さらには、上記
偏平加工する前の原料粉末の酸素濃度を０．０３～０．０６ｍａｓｓ％とする電磁波吸収
体用粉末。また、上記原料粉末をＯ 2  混合ガスにてガスアトマイズ法により製造する電磁
波吸収体用粉末。
【選択図】　なし 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 磁 波 吸 収 体 用 の 合 金 粉 末 に お い て 、 偏 平 加 工 す る 前 の 原 料 粉 末 の 酸 素 濃 度 が ０ ． ０ ０ １
～ ０ ． ０ ８ ｍ ａ ｓ ｓ ％ で あ る 粉 末 を 偏 平 加 工 に よ り ア ス ペ ク ト 比 １ ０ 以 上 、 平 均 粒 径 ２ ０
～ ５ ０ μ ｍ に す る こ と を 特 徴 と す る 電 磁 波 吸 収 体 用 粉 末 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 偏 平 加 工 す る 前 の 原 料 粉 末 の 酸 素 濃 度 を ０ ． ０ ３ ～ ０ ． ０ ６ ｍ ａ ｓ ｓ ％
と す る こ と を 特 徴 と す る 電 磁 波 吸 収 体 用 粉 末 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 原 料 粉 末 を Ｏ 2  混 合 ガ ス に て ガ ス ア ト マ イ ズ 法 に よ り 製 造 す る
こ と を 特 徴 と す る 電 磁 波 吸 収 体 用 粉 末 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ に 記 載 の 原 料 粉 末 と し て 、 Ｆ ｅ － Ｎ ｉ 系 合 金 、 Ｆ ｅ － Ｃ ｒ 系 合 金 、 Ｆ ｅ － Ｓ
ｉ － Ａ ｌ 系 合 金 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 電 磁 波 吸 収 体 用 粉 末 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 磁 波 吸 収 体 に 用 い る 偏 平 粉 末 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 パ ソ コ ン や 携 帯 電 話 等 の 各 種 電 子 機 器 の 作 動 周 波 数 は 益 々 高 周 波 化 し て お り 、 こ
れ ら の 機 器 か ら 発 生 す る 不 要 放 射 ノ イ ズ は Ｍ Ｈ ｚ 帯 域 か ら Ｇ Ｈ ｚ 帯 域 へ 高 周 波 化 し て き て
い る た め 、 従 来 の ノ イ ズ フ イ ル タ で は ノ イ ズ 低 減 効 果 が 不 十 分 と な っ て き て い る 。 一 方 、
上 記 各 種 電 子 機 器 の 小 型 化 、 軽 量 化 、 高 周 波 化 に 伴 い 、 電 磁 波 障 害 が 深 刻 化 し 、 準 マ イ ク
ロ 波 帯 で の 高 周 波 ノ イ ズ を 対 策 す る 製 品 が 求 め ら れ て い る 。 こ の よ う な 背 景 の も と に 、 例
え ば 特 開 平 １ １ － ８ ７ １ １ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 軟 磁 性 材 料
の 粉 末 を 厚 み ３ μ ｍ 以 下 に 偏 平 化 し 、 ゴ ム シ ー ト に 練 り 込 ん で ２ Ｇ Ｈ ｚ 以 上 の 高 周 波 数 の
電 磁 波 を 吸 収 で き る よ う な 電 波 吸 収 体 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ５ ５ １ ２ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） お よ び 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ４
３ ０ ９ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ３ ） に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 電 磁 波 吸 収 材 用 偏 平 粉 末 の 製 造 方
法 に お い て 、 粉 末 を 偏 平 化 す る 際 の 雰 囲 気 中 の 酸 素 含 有 量 を ５ ～ ２ ０ ％ に 制 御 す る こ と に
よ り 、 処 理 中 の 再 凝 着 を 防 止 し 効 率 の 良 い 偏 平 化 を 可 能 と す る 電 磁 波 吸 収 材 用 偏 平 粉 末 の
製 造 方 法 や 粉 末 の 平 均 Ｓ ／ ｔ （ 粉 末 の 断 面 積 と 厚 み の 比 ） が ５ ０ ｍ ｍ 以 上 の 偏 平 粉 で あ る
電 磁 波 吸 収 体 用 粉 末 に つ い て 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ８ ７ １ １ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ５ ５ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ４ ３ ０ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 し た 特 許 文 献 １ の 場 合 は 、 偏 平 化 す る 際 の 詳 細 な 条 件 に つ い て 、 特 に 雰 囲 気 に つ い
て 明 確 な 開 示 が な い 。 ま た 、 こ の 偏 平 化 は ボ ー ル ミ ル な ど の 手 段 に よ っ て い る が 、 条 件 に
よ っ て は 、 偏 平 化 加 工 の 際 に 生 じ る 新 生 面 が 加 工 時 の 衝 撃 に よ り 、 分 断 微 細 化 、 再 凝 集 に
よ る 粗 大 化 と い っ た 悪 循 環 が 発 生 し や す く 、 粗 大 な 粉 末 が で き る と い う 問 題 が あ る 。 特 に
電 磁 波 吸 収 材 等 に 用 い る 場 合 に は 、 ア ス ペ ク ト 比 が 大 き く 、 か つ 、 一 定 以 下 の 大 き さ の 粉
末 が 必 要 で あ り 、 粗 大 粉 末 で は 吸 収 特 性 が 劣 化 す る と 言 う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 場 合 は 、 粉 末 を 偏 平 化 す る 際 の 雰 囲 気 中 の 酸 素 含 有 量 を ５ ～ ２ ０ ％
に 制 御 す る こ と が 記 載 さ れ て い る が 、 し か し 、 偏 平 加 工 す る 前 の 原 料 粉 末 の 酸 素 濃 度 を 制
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御 す る も の で な く 、 従 来 の 水 ア ト マ イ ズ や 鋳 造 － 粉 砕 で の 原 料 粉 末 の 酸 素 値 は 、 ０ ． ２ ｍ
ａ ｓ ｓ ％ 以 上 と な る の が 通 常 で あ る 。 こ の よ う に 酸 素 値 が 高 い 粉 末 を ボ ー ル ミ ル や ア ト ラ
イ タ で 偏 平 化 し た 場 合 、 十 分 な 偏 平 化 が 進 行 す る 以 前 に 粉 砕 が 行 わ れ て し ま い 、 ア ス ペ ク
ト 比 が 大 き く と れ な い と 言 う 問 題 が あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 場 合 は 、 粉 末 の 断 面 積 と 厚
み の 比 が ５ ０ ｍ ｍ 以 上 の 偏 平 化 に つ い て は 記 載 さ れ て い る が 、 原 料 粉 末 に 酸 化 物 が 含 ま れ
て い る こ と に よ り 、 加 工 時 に 偏 平 化 と 粉 砕 が バ ラ ン ス 良 く 行 わ れ Ｇ Ｈ ｚ 帯 域 で 高 い 吸 収 特
性 が 出 る 形 状 を 容 易 に 製 造 す る こ と に 関 す る 記 載 は 全 く 開 示 さ れ て い な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た よ う な 問 題 を 解 消 す る た め に 、 発 明 者 ら は 鋭 意 開 発 を 進 め た 結 果 、 粉 末 形 状 を
決 定 す る 因 子 と し て 、 硬 さ 以 外 に 原 料 粉 末 の 酸 素 量 と の 関 係 を 見 出 し 、 ０ ． ０ ８ ｍ ａ ｓ ｓ
％ 以 下 に す る こ と に よ り 、 ア ス ペ ク ト 比 が 大 き く な り 、 吸 収 特 性 も 向 上 す る こ と が 分 か っ
た 。 そ の 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、
（ １ ） 電 磁 波 吸 収 体 用 の 合 金 粉 末 お い て 、 偏 平 加 工 す る 前 の 原 料 粉 末 の 酸 素 濃 度 が ０ ． ０
０ １ ～ ０ ． ０ ８ ｍ ａ ｓ ｓ ％ で あ る 粉 末 を 偏 平 加 工 に よ り ア ス ペ ク ト 比 １ ０ 以 上 、 平 均 粒 径
２ ０ ～ ５ ０ μ ｍ に す る こ と を 特 徴 と す る 電 磁 波 吸 収 体 用 粉 末 。
（ ２ ） 前 記 （ １ ） に 記 載 の 偏 平 加 工 す る 前 の 原 料 粉 末 の 酸 素 濃 度 を ０ ． ０ ３ ～ ０ ． ０ ６ ｍ
ａ ｓ ｓ ％ と す る こ と を 特 徴 と す る 電 磁 波 吸 収 体 用 粉 末 。
（ ３ ） 前 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の 原 料 粉 末 を Ｏ 2  混 合 ガ ス に て ガ ス ア ト マ イ ズ 法 に
よ り 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 電 磁 波 吸 収 体 用 粉 末 。
（ ４ ） 前 記 （ １ ） ～ （ ３ ） に 記 載 の 原 料 粉 末 と し て 、 Ｆ ｅ － Ｎ ｉ 系 合 金 、 Ｆ ｅ － Ｃ ｒ 系 合
金 、 Ｆ ｅ － Ｓ ｉ － Ａ ｌ 系 合 金 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 電 磁 波 吸 収 体 用 粉 末 に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 電 磁 波 吸 収 体 用 の 合 金 粉 末 で あ る Ｆ ｅ － Ｎ ｉ 系 合 金 、 Ｆ ｅ － Ｃ ｒ 系 合 金 お
よ び Ｆ ｅ － Ｓ ｉ － Ａ ｌ 系 合 金 の 偏 平 加 工 す る 前 の 原 料 粉 末 の 酸 素 濃 度 が ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ．
０ ８ ｍ ａ ｓ ｓ ％ で あ る 粉 末 を 偏 平 加 工 に よ り ア ス ペ ク ト 比 １ ０ 以 上 、 平 均 粒 径 ２ ０ ～ ５ ０
μ ｍ な る 粉 末 は 電 磁 波 吸 収 特 性 の 優 れ た 電 磁 波 吸 収 体 用 粉 末 を 得 る こ と が 出 来 る 極 め て 優
れ た 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
本 発 明 に お け る 電 磁 波 吸 収 体 用 の 合 金 粉 末 で あ る 原 料 粉 末 と し て の 金 属 組 織 は 、 Ｆ ｅ － Ｎ
ｉ 系 合 金 、 Ｆ ｅ － Ｃ ｒ 系 合 金 、 Ｆ ｅ － Ｓ ｉ － Ａ ｌ 系 合 金 と し た 。 そ の 理 由 は 、 耐 食 性 が 大
き く 、 硬 さ の 観 点 並 び に 飽 和 磁 束 密 度 が 大 き く 高 周 波 対 応 が 可 能 な こ と か ら 定 め た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 偏 平 加 工 す る 前 の 原 料 粉 末 の 酸 素 濃 度 を ０ ． ０ ０ １ ～ ０ ． ０ ８ ｍ ａ ｓ ｓ ％ と し た
理 由 は 、 従 来 の 水 ア ト マ イ ズ や 鋳 造 － 粉 砕 で の 原 料 粉 末 の 酸 素 値 は 、 ０ ． ２ ｍ ａ ｓ ｓ ％ 以
上 と な る の が 通 常 で あ る 。 こ の よ う に 酸 素 値 が 高 い 粉 末 を ボ ー ル ミ ル や ア ト ラ イ タ で 偏 平
化 し た 場 合 、 十 分 な 偏 平 化 が 進 行 す る 以 前 に 粉 砕 が 行 わ れ て し ま い 、 ア ス ペ ク ト 比 が 大 き
く と れ な い 。 こ れ を ０ ． ０ ８ ｍ ａ ｓ ｓ ％ 以 下 と す る こ と に よ り 、 ア ス ペ ク ト 比 が 大 き く な
り 、 吸 収 特 性 が 向 上 す る も の で あ る 。 し か し 、 ０ ． ０ ０ １ ｍ ａ ｓ ｓ ％ 未 満 で は 粉 砕 が 行 わ
れ に く く な り 細 粒 粉 が 得 に く く な る 。 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ０ ３ ～ ０ ． ０ ６ ｍ ａ ｓ ｓ ％ と
す る 。 こ の 原 料 粉 末 の 製 造 方 法 は 限 定 す る も の で な い が 、 こ の よ う な 低 酸 素 品 を 製 造 す る
方 法 と し て ガ ス ア ト マ イ ズ 法 が 有 効 で あ る 。 例 え ば Ｏ 2  混 合 ガ ス （ 好 ま し く は ２ ～ １ ０ ｍ
ｓ ｓ ％ の 酸 素 混 合 ガ ス ） に て ガ ス ア ト マ イ ズ 法 に よ り 製 造 す る 方 法 や 水 ア ト マ イ ズ を 水 素
還 元 し て 酸 素 を 低 減 さ せ る 等 の 方 法 も あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 偏 平 度 と 大 き さ は 偏 平 加 工 時 に 決 ま り 、 こ れ は 材 料 の 硬 さ が 大 き く 影 響 す る 。 硬 さ
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が 大 き い 材 料 は 偏 平 化 せ ず 、 軟 ら か い 材 料 は 偏 平 化 だ け が 進 行 し 、 粒 径 が 大 き く 成 り 過 ぎ
て し ま う 。 従 っ て 、 上 述 し た 金 属 組 成 は 主 に 硬 さ の 観 点 か ら も 決 定 し た も の で あ る 。 こ れ
ら の 金 属 組 成 に お い て 、 偏 平 加 工 に よ り ア ス ペ ク ト 比 １ ０ 以 上 と す る 。 粉 末 の ア ス ペ ク ト
比 （ 偏 平 度 ） が １ ０ 未 満 で は 、 吸 収 特 性 が 十 分 に 得 ら れ ず 、 望 ま し く は １ ０ ～ ４ ０ と す る
。 粒 径 は 細 か い も の が 良 く 、 そ の 平 均 粒 径 ２ ０ ～ ５ ０ μ ｍ と す る 。 平 均 粒 径 ２ ０ μ ｍ 未 満
で は 細 か す ぎ 、 十 分 な 吸 収 特 性 が 得 ら れ な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 実 施 例 に よ っ て 具 体 的 に 説 明 す る 。
表 １ に 示 す 粉 末 組 成 の 合 金 を Ａ ｒ ガ ス （ 酸 素 を 一 定 量 混 合 し 、 粉 末 の 酸 素 値 を 変 化 ） ア ト
マ イ ズ に よ っ て 製 造 し た 後 、 － １ ０ ６ μ ｍ 分 級 し 、 偏 平 化 処 理 装 置 で あ る ア ト ラ イ タ （ 媒
体 攪 拌 式 粉 砕 機 ） で 偏 平 化 処 理 し た 。 ア ト ラ イ タ は 縦 型 円 筒 容 器 中 に ス チ ー ル 製 の ボ ー ル
を 装 入 し 、 垂 直 な 軸 に よ り 回 転 す る 攪 拌 ア ー ム で 連 続 的 に ボ ー ル を 振 動 さ せ 、 ボ ー ル 相 互
の 運 動 に よ る 粉 砕 作 用 に よ り 偏 平 化 す る 手 法 で あ る 。 こ の 時 の ア ト ラ イ タ 処 理 条 件 と し て
は 、 ボ ー ル 径 ： φ ４ 、 ボ ー ル 材 質 ： Ｓ Ｕ Ｊ ２ 、 回 転 数 ： ２ ０ ０ ｒ ｐ ｍ 、 処 理 時 間 は 平 均 粒
径 が １ ０ ～ ４ ０ μ ｍ で ア ス ペ ク ト 比 が 最 も 大 き く な る と こ ろ を 選 択 す る 。 ま た 、 成 形 条 件
は 、 粉 末 処 理 量 ２ ｋ ｇ に 塩 素 化 ポ リ エ チ レ ン （ Ｃ Ｐ Ｅ ） 樹 脂 を １ ０ ｍ ａ ｓ ｓ ％ と 微 量 の 添
加 剤 を ６ ０ 体 積 ％ を 混 合 し 、 厚 さ １ ． ０ ｍ ｍ の シ ー ト 形 状 に ロ ー ル 成 形 を 行 っ て 、 シ ー ト
状 の 電 磁 波 吸 収 体 を 得 た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 表 １ に 示 す 酸 素 値 は 、 原 料 粉 末 の 酸 素 分 析 で あ り 、 そ の 原 料 粉 末 を 製 造 す る た め の ア ト
マ イ ズ 時 の 混 合 酸 素 量 を 示 す 。 ま た 、 偏 平 化 後 の 粒 度 は 、 レ ー ザ ー 回 折 式 粒 度 分 布 測 定 装
置 に よ り 平 均 粒 径 （ ｄ ５ ０ ） を 測 定 し た 。 ま た 、 ア ス ペ ク ト 比 は 、 シ ー ト 断 面 を 光 学 顕 微
鏡 に よ り 観 察 し 、 そ の 厚 み と 長 軸 長 さ を １ ０ ０ 点 測 定 し 、 そ の 比 の 平 均 （ 長 軸 長 さ ／ 厚 さ
） を 算 出 し た 。 さ ら に 、 電 磁 波 吸 収 特 性 （ μ ” ） と し て は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ア ナ ラ イ ザ ー で
２ Ｇ Ｈ ｚ の 電 磁 波 吸 収 特 性 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 表 １ に 示 す よ う に 、 Ｎ ｏ ． １ ～ ８ は 本 発 明 例 で あ り 、 Ｎ ｏ ． ９ ～ １ ２ は 比 較 例 で あ る 。
比 較 例 Ｎ ｏ ． ９ は 酸 素 値 が 高 い た め に 、 電 磁 波 吸 収 特 性 が 悪 い 。 Ｎ ｏ ． １ ０ は 酸 素 値 が 低
い た め に 加 工 時 に 粉 末 が 粗 大 化 し 平 均 粒 径 が 大 き く 、 電 磁 波 吸 収 特 性 が 悪 い 。 Ｎ ｏ ． １ １
は 酸 素 値 が 高 い た め に 、 加 工 時 に 粉 砕 が 進 行 し 過 ぎ て 平 均 粒 径 が 小 さ く 、 ア ス ペ ク ト 比 が
得 ら れ ず 、 電 磁 波 吸 収 特 性 が 悪 い 。 Ｎ ｏ ． １ ２ は 酸 素 値 が 低 い た め に 加 工 時 に 粉 末 が 粗 大
化 し 平 均 粒 径 が 大 き く 、 ア ス ペ ク ト 比 が 大 き い た め に 、 電 磁 波 吸 収 特 性 が 悪 い 。 こ れ に 対
し 、 本 発 明 Ｎ ｏ ． １ ～ ８ は い ず れ も 優 れ た 電 磁 波 吸 収 特 性 を 示 し て い る こ と が 分 か る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 特 許 出 願 人 　 山 陽 特 殊 製 鋼 株 式 会 社
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 椎 　 名 　 　 彊
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